
災害に備えて、日頃から備えましょう！仙台防災枠組2015-2030推進に向けて

姫路市では令和８年２月に兵庫県立大学と
連携し、国際的な防災指針である仙台防災
枠組に基づき、中間評価を実施しました。

「仙台防災枠組2015－2030」とは？
2015年に仙台市で開催された第３回国連防
災世界会議の成果文書。2030年までの国際
的な防災の取組指針として、世界各国がこ
の枠組に基づいて取り組んでいます。

災害による被害を軽減するためには、発
生前からの備えが大切です。
平時から飲料水や食料品、携帯トイレな
どを備蓄しておきましょう。
また、お一人おひとりが置かれている状
況に応じて、適切な避難方法や避難のタ
イミング、避難場所を確認し、早めに行
動できるように備えておきましょう！

パンフレット パンフレット
赤帽兵庫県軽自動車運送協同組合 姫路警察署

網干警察署 姫路ケーブルテレビ株式会社

網干地区連合自主防災会 姫路市網干消防団

網干西地区連合自主防災会 一般社団法人姫路市医師会

「５日で5000枚の約束。」プロジェクト実行委員会 姫路市管工事業協同組合

NTT西日本株式会社　兵庫支店 姫路市漁業協同組合網干支所

大阪ガスネットワーク株式会社 株式会社姫路シティFM

大阪広域生コンクリート協同組合 姫路市社会福祉協議会

海上自衛隊　阪神基地隊 姫路赤十字病院

関西電力送配電株式会社　姫路本部 姫路地区郵便局長会

有限会社合田電器 ひめじ防災マイスター

神戸地方気象台 一般社団法人姫路薬剤師会

国土交通省　姫路河川国道事務所 姫路ろうあ協会

独立行政法人国立病院機構　姫路医療センター 一般社団法人兵庫県ＬＰガス協会姫路支部

飾磨警察署 兵庫県看護協会西播支部

酒造やまもと屋 一般社団法人兵庫県建設業協会　姫路支部

生活協同組合コープこうべ　第７地区本部 一般社団法人兵庫県自動車整備振興会

ドコモCS関西　姫路支店 公益社団法人兵庫県隊友会　姫路支部

トヨタカローラ姫路株式会社 兵庫県DWAT

トヨタモビリティパーツ株式会社兵庫支社 兵庫県トラック協会西播支部

西播磨防災リーダー会 兵庫県中播磨県民センター

西兵庫警察犬訓練学校 兵庫県立はりま姫路総合医療センター

日本赤十字社兵庫県支部 特定非営利活動法人　兵庫県防災士会中播エリア

ネッツトヨタ兵庫株式会社 兵庫日産自動車株式会社

林船舶株式会社 防衛省 自衛隊兵庫地方協力本部 姫路地域事務所

姫路医療センター附属看護学校 有限会社ヤマガミ写真館

姫路海上保安部 陸上自衛隊姫路駐屯地　中部方面特科連隊　

訓練参加機関（五十音順）
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会場レイアウト
タイムテーブル（総合防災訓練）

会場レイアウト

タイムテーブル（国民保護訓練）

訓練概要

１ 目 的
大規模地震や国民保護事態の発生を想定し、警察、消防、自衛隊、ライフライン

等の防災関係機関や自主防災組織を中心とした住民参加型の実践的な訓練を実施し、
組織横断的な連携による災害対応能力や地域防災力の向上を図る。

２ 被害想定
⑴ 防災訓練

南海トラフ地震が発生し、本市で最大震度６強を観測するとともに、兵庫県瀬
戸内海沿岸に津波警報が発表され、広範囲で家屋等の倒壊やライフラインの寸断
が発生した。

⑵ 国民保護訓練
他国から化学兵器を搭載した弾道ミサイルが発射され、本市に着弾したことに

より、多数の負傷者が発生した。

３ 参加機関
約60機関、約1,000人

（国、県、市等行政機関、自主防災組織、消防団、医療機関、
協定事業所、ライフライン関係等）

メイン会場では、防災に関する展示・体験コーナー
を設置するほか、車両展示や炊き出しも行います！

YouTubeによる
Live配信はこちら

① 10:50～10:51 1分
Ｊアラート伝達
作動対処訓練

Ｊアラートによる緊急情報を、防災行政無線やメール、アプリなど様々な手段で
一斉に配信します。情報を正しく受け取り、身を守る行動をとる手順を確認しま
す。

② 10:51～10:58 ７分 情報収集・広報訓練
ハイスペックドローンや警察・自衛隊の車両、海上保安部の船などが連携し、
空・陸・海から被害状況を調査します。最新の映像配信やパトロールを通じて、
迅速に情報を集めて共有する手順を確認します。

③ 10:52～11:20 28分 現地調整所開設・運営訓練
現場の指揮を執る「現地調整所」を設置し、刻々と変わる被害状況をまとめ、各
機関の活動を調整する手順を確認します。

④ 10:55～11:20 25分
要救助者救出・救助訓練①
（倒壊建物救出）※ホット
ゾーン

特殊な防護服を着用し、高度に危険な区域にある建物から負傷者を救出します。
化学剤に汚染された、一刻を争う状態の要救助者への迅速な救出・対応手順を確
認します。

⑤ 10:55～11:20 25分
要救助者救出・救助訓練②
（瓦礫救出）

チェーンソーやエンジンカッターなどの専門機材を使い、崩れた建物の瓦礫から
負傷者を救出します。各部隊の高度な機材操作と迅速な連携手順を確認します。

⑥ 10:55～11:20 25分 除染所の設営・除染
有害物質を取り除く「除染所」を設置します。救助された負傷者に対し、水で洗
い流すなどの適切な洗浄処置を行い、自衛隊と協力して汚染の拡大を防ぐ手順を
確認します。

【　10：50　　　　国民保護事案発生　】

№ 時間 所要時間 訓練項目 訓練概要

9:30～12:30 180分 防災体験・展示コーナー開設 住民・見学者等への防災意識の啓発

① 10:00～10:01 1分 シェイクアウト訓練
地震から身を守るための3動作（まず低く、頭を守り、動かない）を、その場
で一斉に行います。

② 10:01～10:08 7分 情報伝達訓練
防災行政無線、市公式ＬＩＮＥ、ひめじ防災ネット等を用いて災害情報を発信し
ます。

③ 10:01～10:35 34分 災害対策本部開設運営訓練
災害対策本部を設置し、最新のデジタルシステムを用いて、迅速な情報収集や本
部の運営訓練を行います。

④ 10:01～10:08 7分 消防指揮隊先遣調査訓練
ハイスペックドローンで上空から被害状況を調査し、その映像をリアルタイムで
配信・共有する訓練を行います。

⑤ 10:03～10:10 ７分 被害状況調査訓練
様々な手段で市内の被害を確認・パトロールし、災害情報を収集する訓練を行い
ます。

⑥ 10:05～10:10 5分
神戸地方気象台との情報伝達
訓練

気象台とオンラインで、今後の地震の見通しや警戒すべき情報を受け取る手順を
確認します。

⑦ 10:10～10:30 20分 車両救出・道路啓開訓練
負傷者の救出・搬送を行うとともに、道をふさいでいる車両を撤去し、緊急車両
が通行できるようにする訓練を行います。

⑧ 10:10～10:30 20分
住民避難・避難所開設・負傷
者搬送訓練

住民や要援護者の避難、避難所の立ち上げを行います。併せて身近な物での担架
作りや搬送、AEDの使い方を確認します。

⑨ 10:16～11:40 84分
応急救護所開設・トリアージ
訓練

電気自動車を電源に救護所（テント）を設営し、負傷者の緊急度判定（トリアー
ジ）や応急処置を行います。多言語ツールや妊産婦への対応も確認します。

⑩ 10:20～10:50 30分
ボランティアセンター開設運
営訓練

災害ボランティアの受け入れ窓口を立ち上げ、支援を求める人とボランティアを
円滑につなぐための手順を確認します。

⑪ 10:30～11:00 30分 避難所運営訓練
避難所における電気自動車や給水車による生活基盤の確保、炊き出し、物資の仕
分けを行います。また、デジタル技術を活用した物資の調達・支援やQRコードに
よる入所管理など、障害者・ペットへの配慮を含めた運営体制を確認します。

⑫ 10:30～11:00 30分
インクルーシブ訓練（災害時
要配慮者・外国人観光者・妊
産婦対応）

外国人への多言語ツールを用いた救護や、妊産婦を避難所から救護所へ安全に搬
送する手順を確認します。

⑬ 10:30～10:50 20分 ライフライン復旧訓練
水道・電気・ガス・通信の各事業者が連携し、災害で被害を受けた生活インフラ
を迅速に復旧させる手順を確認します。

⑭ 10:35～10:50 15分 トイレトレーラー運用訓練
避難所でのニーズに合わせ、トイレトレーラーを安全に搬入・設置し、速やかに
利用を開始するための運用手順を確認します。

⑮ 10:50～11:20 30分 国民保護訓練

⑯ 11:20～11:35 15分 海上救出訓練
漁協が発見した遭難者を海上保安部・海上自衛隊・消防が連携して救出します。
警察や民間船舶も協力し、海上の命を守る広域的な救助活動を確認します。

⑰ 11:35～11:40 ５分 一斉放水訓練
地域の守り手である消防団が集結し、火災の延焼を防ぐための迫力ある一斉放水
を行います。

⑱ 11:40～11:50 10分 閉会式
訓練全体の振り返りとして講評を行い、今後の防災活動に向けた決意を示しま
す。

⑲ 10:00～11:40 100分
福祉避難所運営訓練
（通園センター）

在宅で人工呼吸器を使用されている方の避難を想定した福祉避難所への移送・受
入訓練を行います。

【　10：00　　　　地　　震　　発　　生　】

サブ会場での訓練（オンラインによる連携）

№ 時間 所要時間 訓練項目 訓練概要

タイムテーブル（国民保護訓練）のとおり

【詳細はウェブサイトへ】


